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年度

委託内容
都

日千束小放課後子供教室　実施日数 143

5,873

4,812

回 1,330 1,435

長期総合
計画体系

 [基本目標]

実施校において、参加を希望する児童

平成

年度

事業区分

その他サービス

平成２９年度　事務事業評価シート

（３）社会を生き抜く力を育てる教育の推進

台東区放課後子ども広場実施要綱、生活指導子ども会実施要領根拠法令等

目的達成度 3

効率性

事業内容

委託の有無

事業目的

活動指標
140

学校施設を活用して放課後や週末等に児童が安全に安心して活動できる居場所を設け、ＰＴＡや地域の方々の参画を得な
がら勉強やスポーツ等の機会を提供し、児童の健全育成を図る。

13,638

1,006

139

事業運営委託
一部委託

①千束小学校放課後子ども広場・・・千束小学校において、放課後に「放課後子ども教室（わくわくタイム）」として、有償ボラ
ンティアと実施委託業者が協力し、自由遊びやスポーツ等様々なプログラムを提供する。実施にあたり、総合的な放課後対
策事業（放課後子ども広場）として、千束小学校こどもクラブと連携する。
②生活指導子ども会・・・全区立小学校において、小学校ＰＴＡ連合会に委託し、放課後等に校庭、体育館等を開放し、遊び
場、スポーツの場等を提供する。

補助金の有無

事業対象

事務事業名 放課後子ども広場

　

児童保育課

行政計画 事業NO. 226 計画事業名
事業の開始・終了年度

放課後子ども広場

事
務
事
業
の
概
要

　

[事業開始]

④児童・生徒の放課後の居場所づくり

要綱 〔法令等名〕

Ⅲ-２．次の世代の育成

 [施　　策] [終了予定]

 [小　　柱]

19,007

5,923

0

14,611

5,943

5,974

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

財源項目

(単位：千円)

前回評価から
改善した事項

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

14,642

20,585

973

18,204

0

13,134

千束小学校放課後子供教室の利用者が多くなったため、ランドセル収納籠などの工夫により利用可能なスペースの拡
充に努めた。

0

［評価の理由］（区民生活への影響を十分考慮すること）

事業実施にあたっては、運営事業者等に適切な指導・助言を行い、ボランティア、ＰＴＡ、保護
者等の協力を得ながら行うことで、効率的で適切な運営を図っている。今後の他校への推進に
ついては、「今後の放課後対策の方針」の中で進めていく。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

放課後等に安全・安心な居場所を設け、児童の健全育成を図る必要性がある。千束小学校では、毎年利用
者が増加している。

改善

評
価
結
果

千束小学校放課後子供教室の参加者数は定着している。また、生活指導子ども会の参加者数も大幅に伸び
ており、幅広い児童に放課後の居場所を提供できているが、依然として待機児童が存在している。

3 ボランティア、ＰＴＡ、保護者等の協力を得ながら、定期的に打ち合わせを行い、利用ニーズに合わせたプロ
グラムの実施、スペース確保の工夫、書類の見直しなどの改善を図りつつ事業に取り組んでいる。

4必要性

今後の方向性
拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

２７年度 ２８年度

13,189

14,195

成果指標
千束小放課後子供教室　延べ参加人数

5,101　人にかかるコスト（人件費など）

コストは微増であるが、延べ参加人数は大幅に増えており、見合った効果を挙げている。

44,931

13,349

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 12,281

916

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

目標値

140

1,400

46,000 46,912人

1,413

12,764

生活指導子ども会　実施回数

12,187

種　別 指標の名称 (単位)
（３０年度）

２６年度

人

　決算額　　(単位：千円) 13,103

生活指導子ども会　延べ参加人数

14,000


